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浜
田
市
市
民
憲
章（

平
成
18
年
10
月
１
日
制
定
）

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
青
い
海
と
緑
の
大
地
に
恵
ま
れ
た

美
し
い
自
然
と
温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
田
市
民
で
す

　

明
る
く
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

こ
の
憲
章
を
定
め　

力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　

き
ま
り
を
守
り　

よ
い
習
慣
を
育
て

　
　

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

心
身
の
健
康
に
心
が
け　

明
る
い
家
庭
を
築
き

　
　

ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

働
く
喜
び
と
誇
り
を
も
ち

　
　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

郷
土
を
愛
し　

教
養
を
高
め

　
　

文
化
の
か
お
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

高
齢
者
を
う
や
ま
い　

こ
ど
も
を
は
ぐ
く
み

　
　

み
ん
な
が
助
け
合
う
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

命
の
大
切
さ
を
深
く
考
え

　
　

お
互
い
を
尊
重
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

なつかしの国　石見

　主な内容

水道週間 ……………………………………………Ｐ２・Ｐ３
高齢者や障害のある人を災害から
守る避難支援制度を始めます ……………………………Ｐ４
６月浜田市議会定例会日程（予定） ……………………Ｐ５
子育て＆健康ひろば ………………………………Ｐ12～Ｐ14

　４月26日㈰、石央文化ホールで陸上自衛隊第13音楽
隊による「スプリングコンサート in はまだ」が開催
されました。ゲストとして浜田高等学校・浜田商業高
等学校および江津高等学校の吹奏楽部が招かれ、自慢
の曲を演奏しました。
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水
道
に
つ
い
て
、
広
く
国
民
の

理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
、
今

年
も
第
51
回
「
水
道
週
間
」
が
６

月
１
日
㈪
か
ら
７
日
㈰
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
そ
の
事
業
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
入
で
支
出
を

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
将
来
展
望
に

た
っ
た
施
設
の
整
備
、
日
常
の
維

持
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
多
額
の
経
費
が
必
要
で
、
こ

の
経
費
は
税
金
で
は
な
く
皆
さ
ん

に
支
払
っ
て
も
ら
う
水
道
料
金
と

長
期
の
借
入
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
借
入
金
の
返
済

は
、
水
道
料
金
の
中
か
ら
少
し
ず

つ
返
済
し
、
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
水
道
事
業
は
、
皆

さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
さ
ら

に
大
き
く
成
長
し
、
快
適
で
文
化

的
な
生
活
を
目
指
し
て
、
努
力
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
運
営
の
効
率

化
と
健
全
化
に
心
が
け
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
水
道
で
あ
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
の
水
道
工
事
の
申
し
込
み

　

給
水
装
置
の
新
設
・
増
設
・
改

造
・
修
理
な
ど
は
、
市
の
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
（
事
業
者
一

覧
表
）に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

水
道
工
事
に
必
要
な
手
続
を
代
行

し
て
も
ら
え
ま
す
。

※　

市
の
配
水
管
か
ら
分
岐
し
て

引
き
込
み
を
し
て
い
る
給
水
管

は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
（
市
が
管

理
）
を
除
い
て
皆
さ
ん
の
所
有

物
で
す
の
で
（
説
明
図
参
照
）、

修
理
・
維
持
管
理
は
有
料
と
な

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
責
任
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

第
一
止
水
栓
ま
で
の
漏
水
や
破

損
は
、
市
が
維
持
管
理
上
修
理

し
ま
す
。

住
居
の
移
転

　

住
居
を
移
転
す
る
と
き
は
、
事

前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

工
事
に
伴
う
断
水

　

水
道
本
管
の
破
裂
な
ど
の
突
発

事
故
で
の
断
水
は
、
断
水
の
広
報

が
行
き
届
か
な
い
こ
と
や
、
濁
り

水
・
工
事
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
針
の
際
に

　

水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
に
物
を
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
飼

い
犬
は
出
入
口
や
水
道
メ
ー
タ
ー

か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
い
で
お

い
て
く
だ
さ
い
。

漏
水
を
発
見
し
た
場
合

　

漏
水
し
た
水
の
料
金
は
使
用
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
１
か

月
に
２
〜
３
回
は
調
べ
て
く
だ
さ

い
。
蛇
口
を
全
部
し
め
て
、
水
道

メ
ー
タ
ー
文
字
盤
に
つ
い
て
い
る

銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
少
し
で
も

回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し
て
い
ま

す
。
す
ぐ
に
市
の
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
（
事
業
者
一
覧
表
）

に
連
絡
し
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
地
下
漏
水
な
ど
の
事
故

に
つ
い
て
は
料
金
が
減
免
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貯
水
槽
水
道
の
維
持
管
理

　

水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
貯
水

槽
水
道
の
設
置
者
は
、
清
掃
・
点

検
・
検
査
な
ど
の
維
持
管
理
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
貯
水
槽
の

清
掃
な
ど
は
、
１
年
に
１
回
は

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
毎
年
有
効
期
限
（
８

年
）が
満
了
に
な
る
約
１
、５
０
０

か
所
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替

え
を
市
内
一
円
で
行
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
作
業
は
、
市
が
委
託

し
た
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

が
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
水
道
部
工
務
一
課
業
務
係

（
☎
内
線
２
６
４
・
２
６
５
）

市
金
城
支
所
簡
易
水
道
係

（
☎
42
１
２
３
６
）

市
旭
支
所
簡
易
水
道
係

（
☎
45
１
４
３
７
）

市
弥
栄
支
所
簡
易
水
道
係

（
☎
48
２
１
１
３
）

市
三
隅
支
所
簡
易
水
道
係

（
☎
32
２
８
８
１
）

（平面図）

建　　物

建　　物

蛇
　口

公　道

公　道

配
水
管（
市
所
有
）

分
岐
点

給
水
管

（
皆
さ
ん
の
所
有
）

第
一
止
水
栓

第
一
止
水
栓

量
水
器

（
市　
貸　
与
）

量
水
器（
市　
貸　
与
）

説　明　図

（断面図）
（
地
下
式
ま
た
は
地
上
式
）

蛇
口

分岐点
配水管

市所有皆さんの所有

６月１日㈪　～７日㈰

つ
返
済
し
、
運
営
し
て
い
ま
す
。

「おいしいね　この水　未来に　いつまでも」

水　　道　　週　　間

「おいしいね　この水　未来に　いつまでも」

水　　道　　週　　間
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　美川浄水場では、グループでの見学も受け
付けています。場内の庭園に設けた池では、
市民の皆さんから寄付された錦鯉が泳いでお
り、来場者の目を楽しませてくれます。
申し込み先
　美川浄水場（☎㉗０６９０）

施設の見学ができます！

指定給水装置工事事業者一覧表
※　浜田自治区に居住している人は上水の欄、金城・旭・弥栄・三隅自治区に居住している人は簡水の欄に「○」
のある工事事業者に連絡してください。

業　者　名 住　所 電　話 上水 簡水 業　者　名 住　所 電　話 上水 簡水

浜　
　
　
　
　
　
　

田

㈲相生設備 長沢町 ㉒２７４７ ○ ○ 三
隅
三隅住設 三隅町三隅 32０７２５ ○

㈲安藤設備 高佐町 ㉒６５８７ ○ ○ ヤマオカ設備 三隅町三隅 32１７１７ ○ ○
㈾石見水泉社 浅井町 ㉒０７８３ ○ ○

県　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内

㈲アイシーエス 益田市（0856） ㉓１２８８ ○ ○
㈲オーテック・システム 三階町 ㉒９１２４ ○ アクア設備 32０９９２ ○
大原技研㈲ 生湯町 ㉒７７１０ ○ ○ 今市水道㈱ 出雲市（0853） ㉑０００９ ○
勝田土地開発㈲ 佐野町 42０３８９ ○ 今市水道㈱大田営業所 大田市（0854） 85７１６３ ○
㈲ガット 西村町 42０９９２ ○ イワミ水道㈲ 江津市（0855） 92０７８８ ○ ○
㈱合同ガスセンター 下府町 ㉘０１７０ ○ ○ ㈱植松

益田市（0856）
㉒４９８１ ○

坂本設備 国分町 ㉘１２５１ ○ ○ ㈱内村電機工務店益田営業所 ㉒１６７７ ○ ○
山陰クボタ水道用材㈱浜田営業所 下府町 ㉒４１７０ ○ ○ ㈲大石水道工業所 ㉒３２５８ ○ ○
山陰水道工業㈱浜田営業所 長沢町 ㉒１２９９ ○ ○ ㈲大島商会瑞穂営業所 邑南町（0855） 85１５０２ ○
シンセイ技研㈱浜田営業所 長沢町 ㉒８５６６ ○ ○ ㈲大畑管工

益田市（0856）

㉒６９６１ ○
㈱大広設備 長沢町 ㉒１７０４ ○ ○ 角田工業㈱ ㉕２７８０ ○ ○
㈲ダイヤ環境衛生 黒川町 ㉓１１６９ ○ ㈱技研設備 ㉒３１５８ ○
ダン環境設備㈱浜田営業所 長沢町 ㉒６５４８ ○ ○ 建興工業㈱ ㉒４６００ ○
㈱中電工浜田支店 殿町 ㉒２７４０ ○ ○ 江津水道工事㈲ 江津市（0855） 52２０１６ ○ ○
㈱電設サービス 黒川町 ㉒２９５４ ○ ○ 五大設備㈲ 52２８９０ ○ ○
東洋設備㈲ 浅井町 ㉓１６８５ ○ ○ ㈲金剛ホーム設備 益田市（0856） ㉓１２３０ ○ ○
㈱中島水道 港町 ㉓１３１５ ○ ○ ㈱斎藤電機 ㉒１８２２ ○
浜田ガス水道工事㈱ 港町 ㉒０７３７ ○ ○ ㈲ささき設備 江津市（0855） 56２０８０ ○ ○
浜田マルヰ㈱ 熱田町 ㉖１２５０ ○ 山陰クボタ水道用材㈱益田営業所 益田市（0856） ㉓４６２５ ○
マルヰ設備㈱ 熱田町 ㉖０４１６ ○ ○ 山陰冷暖㈱益田営業所 ㉒６４８８ ○ ○
㈱三浦工務店 天満町 ㉒２１３５ ○ 山陽空調工業㈱島根支店 大田市（0854） 82３３１１ ○ ○
森橋設備工事 上府町 ㉘０２３６ ○ ○ ㈱島根水道センター 松江市（0852） ㉕２７９７ ○
渡辺設備 高佐町 ㉓００６４ ○ ㈲ジェイサービス

益田市（0856）
㉛１７３８ ○

金　
　

城

㈱グリーンガス 金城町七条 42１７７８ ○ 正栄工業㈱ ㉔１１１５ ○
石州金城設備 金城町下来原 42１７５６ ○ ○ 新光プロパン瓦斯㈱西益田支店 ㉕２９０１ ○ ○
㈱電設サービス金城営業所 金城町七条 42２２４６ ○ ＳＨＩＮＳＥＩ工業 益田市 050‒3467‒6466 ○ ○
㈲中田工務店 金城町下来原 42１２０３ ○ ㈲水道くん 益田市（0856） ㉛１６０７ ○
㈲日伸水道 金城町下来原 42１７５２ ○ ○ 石州水道工事㈱ 江津市（0855） 52２１７６ ○ ○

旭

㈲旭設備 旭町丸原 45００２２ ○ ○ 太陽温調工業㈲ 益田市（0856） ㉓１９３９ ○ ○
㈱岡貞組 旭町今市 45１１５５ ○ ㈲トモエ水道 江津市（0855） 92０５５５ ○ ○
㈲マルヤス 旭町今市 45１１２２ ○ 日新建設㈱ 益田市（0856） ㉒３３７８ ○
㈱山本組 旭町市木 47０３１１ ○ 松井土建㈲ 川本町（0855） 72２６８６ ○

三　
　
　
　

隅

㈲梅谷工務所 三隅町湊浦 32０３３４ ○ マルヰ設備㈱江津支店 江津市（0855） 52３３１９ ○
ＭＫ水道 三隅町古市場 32１１７２ ○ ○ 温泉津管工事 大田市（0855） 65３９８５ ○
㈲大谷建設 三隅町向野田 32０１５６ ○ ㈲横田水道 江津市（0855） 53３２７６ ○
㈲岡田工務店 三隅町西河内 32００２５ ○

広
島
県

㈱アサ・テクノ

広島市（082）

229－5311 ○ ○
共栄建設㈲ 三隅町向野田 32２９５４ ○ ダン環境設備㈱ 845－5696 ○
極東建設工業㈲ 三隅町向野田 093‒618‒3856 ○ 中央機器設備㈱ 284－4101 ○
河野建設㈱ 三隅町下古和 35１１２１ ○ ㈱日建管工 263－5835 ○
第一建設工業㈱ 三隅町三隅 32０１２４ ○ 広島工業㈱ 237－1111 ○
中電プラント㈱三隅事業所 三隅町岡見 32３２８７ ○ 藤岡工業㈱ 243－6910 ○
豊生建設㈱ 三隅町三隅 32２３５４ ○ ○ ㈱免出 271－1555 ○
㈱三隅ガスセンター 三隅町向野田 32１０３４ ○ ○

６月１日㈪　～７日㈰

「おいしいね　この水　未来に　いつまでも」

水　　道　　週　　間

「おいしいね　この水　未来に　いつまでも」

水　　道　　週　　間
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①
な
ぜ
、
避
難
支
援
が
必
要
な

の
？

　

大
規
模
な
災
害
発
生
直
後
は
、

電
話
の
不
通
や
道
路
の
寸
断
な

ど
に
よ
り
、
消
防
や
警
察
な
ど
の

公
的
機
関
は
現
場
に
到
着
で
き
な

か
っ
た
り
、
到
着
が
大
幅
に
遅
れ

た
り
す
る
な
ど
、
十
分
な
対
応
が

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
近
所

の
人
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
が
お

互
い
に
協
力
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

安
否
確
認
や
避
難
支
援
な
ど
を
行

う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

②
対
象
に
な
る
人
は
誰
な
の
？

　

在
宅
で
生
活
す
る
次
に
該
当
す

る
皆
さ
ん
が
災
害
時
要
援
護
者
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

⑴　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
人

⑵　

身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者

の
う
ち
、
そ
の
程
度
が
１
級
ま

た
は
２
級
の
人

⑶　

療
育
手
帳
の
所
持
者

⑷　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
所
持
者

⑸　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯

　

こ
の
ほ
か
、
実
態
に
応
じ
て
対

象
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家

族
な
ど
の
支
援
が
困
難
な
た
め
、

非
常
時
に
周
囲
の
助
け
が
ほ
し
い

と
思
う
人
は
、
市
や
お
近
く
の
民

生
児
童
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

③
登
録
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
？

　

対
象
者
に
次
の
と
お
り
申
請
書

を
届
け
ま
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
の
う
ち
⑴
の

皆
さ
ん
に
は
、
担
当
の
介
護
支
援

専
門
員
が
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
⑵
〜
⑷
の
皆
さ
ん
に
は

市
か
ら
手
紙
を
送
付
し
ま
す
。

　

⑸
の
皆
さ
ん
に
は
、
６
月
以
降

に
民
生
児
童
委
員
ま
た
は
介
護
支

援
専
門
員
が
、
制
度
の
説
明
の
た

め
対
象
者
宅
を
訪
問
し
ま
す
。

④
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に

　

作
成
し
た
登
録
台
帳
は
、
災
害

時
要
援
護
者
の
支
援
を
予
定
し
て

い
る
団
体
の
う
ち
、個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
市
と
協
定
書

を
交
わ
し
た
団
体
に
提
供
し
ま
す
。

支
援
組
織
な
ど

・
民
生
児
童
委
員

・
消
防
団

・
自
主
防
災
組
織

・
自
治
会
、
町
内
会
ま
た
は
集
落

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
警
察
署

　

個
人
情
報
は
、
市
役
所
お
よ
び

支
援
組
織
に
お
い
て
適
正
に
管
理

し
、
普
段
か
ら
の
支
援
と
災
害
発

生
時
の
避
難
支
援
以
外
の
目
的
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

登
録
台
帳
に
関
す
る
こ
と

本
庁
地
域
福
祉
課
（
☎
内
線
１

６
４
）
お
よ
び
各
支
所
市
民
福

祉
課
（
三
隅
支
所
は
福
祉
課
）

支
援
組
織
に
関
す
る
こ
と

本
庁
総
務
課（
☎
内
線
３
２
５
）

お
よ
び
各
支
所
総
務
課

　

市
で
は
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
が
、
安
全
に
避

難
で
き
る
よ
う
、「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
支
援
制
度
に
登
録
を
希
望
し
た
災
害
時
要
援
護
者
に
対
し
て
、
情
報
伝
達
や
避
難

誘
導
な
ど
の
避
難
支
援
体
制
を
整
備
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

６
月
１
日
か
ら
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
を
災
害
か
ら
守
る
避
難
支
援
制
度
を
始
め
ま
す

≪宇津市長が市職員に呼びかけ‼≫
　市では定額給付金の給付をきっかけにして、市職員に呼びかけ「まちを
花で飾ろう！」の取り組みを行います。市民の皆さんおよび市職員からの
募金により花の種を購入し、市民に親しまれる場所に播種するものです。
　市民の皆さんと共に市職員が播種作業を行います。日時や場所などは、
下記のとおりです。播種作業にご協力をお願いします。
日時　５月23日㈯　午前９時～（約30分程度）　※　雨天決行
播種品種　コスモスほか
場所　浜田　島根県立大学グランド周辺市有地（野原町）
金城　金城町総合運動公園（ふれあいジム・かなぎ）周辺（金城町七条）
旭　　地域交流プラザ「まんてん」周辺（旭町丸原）
弥栄　ふるさと体験村周辺（弥栄町三里）
三隅　針藻山山頂（三隅町古市場）

問い合わせ先　本庁産業政策課（☎内線４１３）
　　　　　　　および各支所産業課

まちを花で飾ろう！
～播種作業について～

登録台帳の提供

情報伝達

避難誘導

安否確認

台帳登録者 協定書を交わした
支援組織
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訓　練
水
害
を
想
定
し
た

平
成
21
年
度
浜
田
市
防
災

水
防
訓
練
を
実
施

　

こ
の
訓
練
で
は
行
政
機
関
や
消

防
団
の
ほ
か
に
、
海
上
保
安
部
・

社
会
福
祉
協
議
会
・
市
内
の
自
主

防
災
会
（
自
主
防
災
組
織
）
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
訓
練
、
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
の
一
般
公
開
、

県
・
市
の
備
蓄
物
資
展
示
な
ど
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
の
訓
練
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、一
般
見
学
も
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

日
時　

６
月
７
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

瀬
戸
ヶ
島
埋
立
地

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
㉒
０
１
１
９
）

本
庁
総
務
課
防
災
交
通
係

（
☎
内
線
３
２
５
・
３
４
０
）

エ　コ
毎
月
第
４
日
曜
日
は

マ
イ
バ
ッ
グ
の
日

　

市
で
は
、「
毎
月
第
４
日
曜
日

を
マ
イ
バ
ッ
グ
の
日
」
と
し
て
、

年
間
を
通
し
て
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参

行
動
を
暮
ら
し
の
中
に
定
着
さ
せ

る
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
マ
イ
バ
ッ
グ
の
日
は
５

月
24
日
㈰
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
）

移　転
小
国
公
民
館
の
移
転
に

つ
い
て

　

こ
の
春
か
ら
小
国
公
民
館
の
場

所
が
変
わ
り
ま
し
た
。
移
転
先
は

旧
小
国
小
学
校
校
舎
で
す
。
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

新
小
国
公
民
館　
【
金
城
町
小
国

イ
１
６
０
番
地
１
（
☎
44
０
２

　

５
４
）】

（
市
教
育
委
員
会
金
城
分
室
）

行政相談
春
の
行
政
相
談
週
間

　

行
政
相
談
制
度
は
、
国
の
役
所

の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や

要
望
を
受
け
付
け
、公
正
・
中
立
な

立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行

い
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
運
営

の
改
善
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
つ
い
て
の
理
解
を
得
る
と
と
も

に
、
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
毎

年
５
月
に
行
政
相
談
週
間
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
春
の
行
政
相
談
週
間

は
、５
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰
で
す
。

　

市
で
は
、
次
の
行
政
相
談
委
員

の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
市
内
各
所
で

行
政
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
時
・
場
所
な
ど
詳
し

く
は
、『
広
報
は
ま
だ
』
毎
月
１

日
号
に
掲
載
し
て
い
る
「
く
ら
し

の
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
調
整
室
行
革
推
進
係

（
☎
内
線
３
１
２
）

市
金
城
支
所
総
務
課

（
☎
42
１
２
３
４
）

市
旭
支
所
総
務
課

（
☎
45
１
４
３
１
）

市
弥
栄
支
所
総
務
課

（
☎
48
２
１
１
１
）

市
三
隅
支
所
総
務
課

（
☎
32
２
８
０
１
）

会期　６月４日㈭～22日㈪（19日間）
　５月28日㈭　議会運営委員会
　６月４日㈭　本会議　開会　提案説明
　　　　　　　（全員協議会）

５日㈮　本会議　個人一般質問
８日㈪　本会議　個人一般質問
９日㈫　本会議　個人一般質問
10日㈬　本会議　個人一般質問予備日
11日㈭　本会議　議案質疑
12日㈮　総務文教委員会
15日㈪　福祉環境委員会
16日㈫　産業経済委員会
17日㈬　建設都市委員会
18日㈭　予算審査委員会
22日㈪　本会議　委員長報告　採決
　　　　（全員協議会）議会運営委員会

　なお、上記日程は予定であり、５月28日㈭
の議会運営委員会で正式に決定します。
　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付け
ています。なお、各委員会および全員協議会
の傍聴は、会場の都合により７人までの人数
制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からで
すが、変更になる場合がありますので事前に
お問い合わせください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事
前に市議会ホームページ「会議の開催予定・
状況」に掲載しますのでご覧ください。
問い合わせ先　市議会事務局（☎内線５１６）

６月浜田市議会定例会日程（予定）

相談委員名 相談日時・場所

浜
田
寺田　　悟 毎週水曜日（祝日を除く）

午前10時～午後３時
本庁１階市民相談室坂本　道子

金
城 河村　文雄

毎月第３水曜日　午前９時～正午
（奇数月）金城老人福祉センター
（偶数月）公民館巡回

旭 芳川　榮佑
毎月第２月曜日
（６月は第１月曜日)
午前10時～正午　旭センター

弥
栄 永見　正彦

○弥栄会館
５月21日㈭・７月17日㈮・ 10
月23日㈮・12月17日㈭

○憩いの家
６月23日㈫・８月19日㈬・ 11
月18日㈬・平成22年２月16日㈫

両会場とも、午前９時～正午

三
隅 道下　正澄

５月11日㈪・６月15日㈪・７月13
日㈪・８月10日㈪・９月14日㈪・
10月19日㈪・11月16日㈪・12月14
日㈪・平成22年１月18日㈪・２月
15日㈪・３月15日㈪
午前９時～正午　みすみ荘
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シ
リ
ー
ズ

人
権
の
窓
か
ら
⑦

【
受
刑
者
・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
・
犯

罪
被
害
者
な
ど
】

　

市
は
、
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
の
開
庁
も
背
景
に
あ
り
、
昨
年
６

月
に
、「
浜
田
市
人
権
尊
重
都
市
宣
言
」
を

制
定
し
、
市
民
の
人
権
意
識
高
揚
を
図
る
た

め
、「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

【
受
刑
者
・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
】

　

こ
の
矯
正
施
設
「
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰

促
進
セ
ン
タ
ー
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
受
刑
者

の
半
数
が
再
犯
者
に
な
っ
て
い
る
現
状
へ
の

反
省
か
ら
、
従
来
の
職
業
訓
練
に
代
わ
っ
て

民
間
企
業
な
ど
が
受
刑
者
の
職
業
訓
練
の
実

施
に
積
極
的
に
参
画
し
、
再
犯
防
止
・
社
会

復
帰
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
企
業
な
ど
の
就
労
支
援

を
は
じ
め
、
出
所
後
の
地
域
社
会
の
温
か
い

理
解
、
受
け
入
れ
体
制
な
ど
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、「
更
生
保
護
制
度
」

の
趣
旨
を
十
分
理
解
し
、
受
刑
者
・
刑
を
終

え
て
出
所
し
た
人
・
施
設
を
訪
れ
る
入
所
者

の
家
族
の
人
や
面
会
者
に
対
し
、
温
か
く
接

し
、
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
の
行
動

（
理
解
・
支
援
）
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
こ
と
が
、
真
に
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

【
犯
罪
被
害
者
な
ど
】

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の

家
族
の
人
権
に
関
す
る
社
会
的
関
心
が
大
き

な
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
犯
罪
被
害
者
な

ど
に
対
す
る
配
慮
と
保
護
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
だ
れ
も
が
、
犯
罪
被
害
者
に
な
る

可
能
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
と

た
び
被
害
に
あ
う
と
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻

す
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
の
実

態
を
理
解
さ
れ
ず
、
配
慮
の
な
い
対
応
を
さ

れ
、
疎
外
さ
れ
、
孤
立
す
る
こ
と
が
少
な
く

な
く
、
二
次
的
被
害
に
あ
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

犯
罪
被
害
者
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
は
、

彼
ら
が
、
私
た
ち
の
大
切
な
隣
人
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
想
い
起
こ
さ
せ
、
共
に
生
き
る

健
全
な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
可
能
に
す
る

の
で
す
。

　

そ
し
て
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
へ
の
支
援
に

協
力
す
る
こ
と
が
、
自
分
や
周
囲
の
人
が
犯

罪
被
害
者
な
ど
に
な
っ
た
場
合
に
対
処
で
き

る
知
識
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
、
地
域
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、
犯

罪
と
対
決
し
、
安
全
で
安
心
な
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

（
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

贈　呈
戦
地
な
ど
で
従
事
さ
れ
た

看
護
婦
に
内
閣
総
理
大
臣
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な
ど
（
事

変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
し
た

「
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
」・「
旧

陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
」
の
人
（
慰
労
給
付

金
受
給
者
を
除
く
。）
に
対
し
て
、
そ
の

労
苦
に
報
い
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

請
求
期
限　

平
成
23
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

請
求
用
紙
の
設
置
場
所

市
役
所
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
１
階
⑦
番
窓
口
）
お
よ
び
各
支
所
市

民
福
祉
課
（
三
隅
支
所
は
福
祉
課
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室
業
務

担
当
【
〒
１
０
０-

８
９
２
６　

千
代

田
区
霞
が
関
２-

１-

２　

中
央
合
同
庁

舎
２
号
館
８
Ｆ
（
☎
０
３-

５
２
５
３-

５
１
８
２
）】

平成20年度宝くじコミュニティ助成事業
　宝くじの普及広報を目的として、その受託事
業収入を財源に実施している㈶自治総合セン

ターの平成20年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）を活用
し、石見神楽衣装の製作・購入および元気な漁村づくりを目的とし
てコミュニティセンターを建設しました。

鍋石神楽社中（石見神楽「紅葉
狩」衣装）

瀬戸ヶ島会（コミュニティセン
ター「おばせの浜会館」）

　今後、この衣装を活用し、地
域の伝統芸能である石見神楽の
保存と継承に努め、地域コミュ
ニティ活動の活性化に大きく寄
与されることが期待されます。

（本庁地域政策課）

　今後、地域の活性化と自主的
な地域運営に向けた様々な取り
組みを行う上で、地域の拠点と
しての役割が期待されます。

（本庁水産課）
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移動図書館 L♡VE BOOK 号がやって来ます !!
　主に小中学校、公民館を巡回し（８コース）、本の貸出をしていますので、ぜひ利用してください。
貸出　１人３冊まで　　返却　次回巡回時（約１か月後）
★Ｌ♡ＶＥ　ＢＯＯＫ（ラブック）号巡回日程表（６月）★

問い合わせ先　浜田図書館（☎㉒０４８０）

２日㈫ 今福小学校
10:00～10:35

今福公民館
10:45～11:15

美又公民館
11:25～11:55

波佐小学校
13:00～13:30

ときわ会館
13:40～14:30

久佐公民館
15:00～15:45

４日㈭ 雲城小学校
10:20～10:50

小国公民館
11:15～11:50

金城中学校
12:50～13:30

金城支所前
13:40～14:10

有福小学校
14:50～15:30

宇野小学校
15:45～16:30

９日㈫ 木田小学校
10:00～10:40

木田生活改善センター
11:00～11:40

旭センター
12:20～12:50

旭中学校
12:55～13:30

ふるさと歴史公園
13:45～14:45

今市小学校
15:00～16:00

11日㈭ 和田小学校
10:10～10:50

市木生活改善センター
11:20～12:00

市木小学校
12:55～13:35

都川ふれあい店舗
13:50～14:50

佐野小学校
15:30～16:10

16日㈫ 岡見小学校
10:15～10:45

岡見公民館
11:00～12:00

三隅小学校
12:50～13:40

三保公民館
13:50～14:50

白砂公民館
15:00～16:00

18日㈭ 井野小学校
10:10～10:45

井野公民館
11:00～12:00

三隅中学校
13:00～13:35

黒沢公民館
14:00～14:50

三隅公民館
15:10～16:00

23日㈫
井野小学校
室谷分校
10:10～10:40

大麻公民館
11:00～12:00

美川小学校
第四中学校
12:50～13:30

美川公民館
13:40～14:20

美川公民館西分館
14:30～15:10

バス停下鍋石
15:25～16:00

25日㈭ 弥栄小学校
12:50～13:40

弥栄会館
13:50～14:30

杵束公民館
14:40～15:30

弥栄中学校
15:50～16:30

　暖かい５月がやってきました。皆さん、ゴール
デンウィーク、いかがお過ごしでしたか。
　中国には、昨年から大晦日・清

せい

明
めい

・端午・中秋
という伝統的な節句が祝日となって、ゴールデン
ウィークが短くなりました。日本のゴールデン
ウィークの間に、「立夏」という節気がありました。
立夏の日、中国には卵を食べる習慣があります。
地方により、塩漬けの卵とお茶漬けの卵など、味
つけがいろいろあるそうです。こういう習慣の由
縁は、立夏の後、気温がどんどん上昇するので、
多くの人々、特に幼い子どもたちは、食欲がなく
なり、体も疲れやすくなります。夏バテしないよ
うに、昔から栄養豊富な卵を食べる習慣がありま
す。去年の夏、浜田で初めて土用の丑のウナギを
食べたときに、日本と中国の伝統の近さを実感し
ました。どこの国でも、古くから人々が大切にし
ている伝統的な文化や習慣をちゃんと守ってもら
いたいなあと思っています。
　小学校のとき、教科書の中に「二十四節気歌」
が載っていました。各節気から１文字ずつを取っ
ています。内容は「春雨 春清穀天、夏満芒夏暑
相連、秋処露秋寒霜降、冬雪雪冬小大寒」という
もので、とても記憶しやすく、今も語り継がれて
います。子どもの頃はというと、伝統＝食べ物で

した。元
げん

宵
しょう

（旧暦１月15日）の団子・立夏の卵・
端午（旧暦５月５日）の粽

ちまき

、中秋（旧暦８月15日）
の月餅・冬至の餃子・臘

ろう

八
はち

（旧暦12月８日）のお
粥・・・ちなみに、立夏のような節気は約2200
年前から定められていました。また節気のおかげ
で、農家の作業はとても便利になりました。たと
えば、農作業の準備は２月下旬の「雨水」から始
まり、「小

しょう

満
まん

」（５月の下旬）の時、小麦の穂が実
り始めるなど。そして、毎年の清明の節気（４月
５日前後）に、家族みんなは祖先の墓を掃除して
お参りします。節気の一部はもう行事として定着
しているようです。
　浜田に来てこの一年間、いろいろ体験をさせて
もらい、市民の皆さんに大変お世話になりまし
た。先月から国際交流員２年生になりました。皆
さん、これからもよろしくお願いします。

節気の話 浜田市国際交流員　宋潔
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税務課からのお知らせ
問い合わせ先　税務課市民税係（☎内線２２７）

税制係（☎内線２１７・２２９・２３０）

Ｑ2 安く建てた家なのになぜ評価が高いのですか？
Ａ2 　固定資産税における家屋の評価では、個人
的な取得事情にかかわらず、「同じ家屋を建てた場合
にその評価額が同じになるように」という基本的な
考えがあります。
　そのため、総務大臣が定めた全国統一
の「固定資産評価基準」によって評価額
を求めるものとされています。

固定資産税がかかる人、かからない人 Ｑ１農地転用をした土地の税額はどうなりますか…？
Ａ１　宅地などに転用する申請（農地法第４条・
第５条）を許可された農地を宅地等介在農地といい
ます。
　介在農地は、外見上農地としての形態をとどめて
はいますが、実質的には宅地などとしての潜在的価
値を有していると考えられます。このため、これを
農地として評価することは不合理ですので、宅地並
みの課税を行うよう定められています。
　ただし、この場合は造成に必要と見込まれる費用
（造成費）を差し引いて評価されますが、農地並みか
ら宅地並みに評価額が変わったので、税額も大幅に
上がります。

　平成21年度固定資産税課税明細書および納税
通知書を発送した後、固定資産税の相談コーナー
を開設していますので、利用してください。
期間　５月29日㈮まで（土日を除く）
時間　午前９時～午後５時
会場　市役所本庁１階市民ロビー
※　各支所自治振興課（弥栄支所は総務課）で
も相談を受けます。

固定資産税相談窓口を利用してください

※　運転免許証などの身分証明書を持参してくだ
さい。また、代理の人が申請する場合は委任状
が必要です。
※　所得課税証明書は、税務課以外でも市役所１
階総合窓口課・各支所および連絡係でも発行し
ています。

発行開始日　6月1日㈪

　国民健康保険料は、前年中の所得が一定額以下の世帯
に対して税額の負担を軽くする軽減制度を設けています。
　医療保険分、介護保険分および後期支援分の「均等割額・
平等割額」が軽減の対象となります。
　軽減の条件にあてはまる加入世帯の保険料は、
軽減後の保険料を通知します。
　軽減基準は、下記のとおりです。

○国民健康保険料の軽減制度

※　固定資産税の適正な課税のため、家屋の解体や新増
築、土地の利用状況変更の際は連絡してください。

解体または移転登記
が平成21年１月２日
以後に行われた場合
は、平成21年度は税
金がかかります。

平成21年度は税
金がかかりませ
んが、平成22年
度からはかかり
ます。

新築または移転登記したのは
平成21年1月1日以前ですか？

今現在、浜田市内に固定資産（土地・家
屋など）を所有していますか？

昨年家屋の解体または売
買などがありましたか？

税金は
かかり
ません。

税金が
かかり
ます。

はい

はい はいいいえ いいえ

いいえ

●固定資産税　Q ＆ A

　仕事などで昼間に市役所へ来ることができない人は、市役所
本庁１階に設置してある自動交付機を利用してください。
〈稼働時間〉　月～金　　　　午前８時～午後７時
　　　　　　土・日・祝日　午前９時～午後５時

　「２割軽減」については、平成19年度までは申請書の提出
が必要でしたが、平成20年度からは不要となりました。
　「７割軽減」、「５割軽減」と同様に、「２割軽減」について
も、自動的に軽減された額で課税計算されます。

平成21年度所得・課税証明書を発行します
　（平成20年1月～ 12月の所得の証明）

　５月は固定資産税全期お
よび第１期と軽自動車税の
納付月です。
　口座振替は６月１日㈪に
なります。

　市税や国民健康保険料の支払は、便利・確実・
安全な口座振替を利用してください。

税務課からのごあんない

軽減の種類
７割軽減
５割軽減
２割軽減

軽減の対象となる世帯の総所得金額等の合計

33万円＋（35万×被保険者および特定同一世帯所属者の数）以下
33万円＋（24万５千円×世帯主を除く被保険者および特定同一世帯所属者の数）以下
世帯総額が33万円以下

※　特定同一世帯所属者とは、国保から後期
高齢者医療制度へ移行された人で、後期高
齢者医療の被保険者となった後も継続して
同一の世帯に属する人をいいます。
※　判定には国民健康保険の被保険者である
なしにかかわらず、世帯主の所得も含みま
す。

軽減の条件

　世帯の加入者全員が所得の申告をしていない
と基準に該当するかどうかの判断ができないた
め、軽減の対象となりません。

　申告が必要な人で、まだ申告をしていない人は申告をし
てください。

注

国民健康保険料の軽減制度について
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平
成
21
年
度
島
根
県
立
大
学

総
合
政
策
学
部
・
大
学
院
の

入
学
式
を
開
催
し
ま
し
た

　

４
月
３
日
㈮
、
島
根
県
立
大
学
入

学
式
・
大
学
院
入
学
式
を
、
本
学
講

堂
に
お
い
て
挙
行
し
ま
し
た
。

　

総
合
政
策
学
部
に
は
、
全
国
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
２
３
５
人
に
編
入
学

生
・
交
換
留
学
生
を
加
え
た
２
５
５

人
が
入
学
し
、
大
学
院
北
東
ア
ジ
ア

開
発
研
究
科
に
は
、
留
学
生
６
人
を

含
む
13
人
が
新
た
に
本
学
の
仲
間
に

加
わ
り
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
三
島
功
士
さ

ん（
松
江
東
高
等
学
校
出
身
）は
、「
世

界
は
１
０
０
年
に
１
度
と
言
わ
れ
る

経
済
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の
危

機
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
社
会
の
即

戦
力
と
な
れ
る
よ
う
に
、
世
界
各
国

の
政
治
や
経
済
を
理
解
・
分
析
し
、

良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
て
新
た
な

考
え
を
生
み
出
す
力
、
自
ら
問
題
を

探
し
解
決
す
る
力
を
養
っ
て
い
き
た

い
。」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
入
学
生
を
新
た
に
加

え
、
本
学
在
学
生
は
、
総
合
政
策
学

部
９
７
２
人
、
大
学
院
生
40
人
の
総

数
１
，０
１
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

６
期
生
の
就
職
状
況

　

平
成
21
年
度
春
学
期
公
開
講
座

を
、
今
回
は
３
つ
の
シ
リ
ー
ズ
で
開

催
し
ま
す
。

講
座
Ⅰ　

地
域
文
化
と
ま
ち
づ
く
り

①
歴
史
的
町
並
み
の
保
全
と
活
用

日　

５
月
27
日
㈬

講
師　

林
秀
司
さ
ん

②
松
江
市
の
歴
史
的
建
造
物
の
保
存

と
活
用
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

日　

５
月
30
日
㈯

講
師　

藤
居
由
香
さ
ん
（
松
江
キ
ャ

ン
パ
ス
）

③
芸
術
文
化
と
ま
ち
づ
く
り

日　

６
月
10
日
㈬

講
師　

八
田
典
子
さ
ん

④
川
が
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り

　

〜
高
津
川
か
ら
の
報
告

日　

６
月
17
日
㈬

講
師　

吉
田
篤
史
さ
ん

講
座
Ⅱ　

北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け

る
経
済
関
係

　

北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
関
係
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
い
解
説
を
試
み

ま
す
。

　

講
座
の
日
程
な
ど
は
『
広
報
は
ま

だ
』
６
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

講
座
Ⅲ　

本
の
チ
カ
ラ

①
今
そ
こ
に
あ
る
大
学
図
書
館

　

―
地
域
と
大
学
図
書
館
―

日　

５
月
23
日
㈯

講
師　

上
野
友
稔
さ
ん

②
多
読
で
誰
で
も
英
語
が
上
達
す
る

日　

６
月
６
日
㈯

講
師　

ケ
イ
ン
・
工
レ
ナ
・
ア
ン
さ

ん
時
間　

水
曜
日　

午
後
６
時
20
分
〜

７
時
50
分

　

土
曜
日　

午
後
１
時
50
分
〜
３
時

20
分

場
所　

講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室

５
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
多
目
的

演
習
室

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

研
究
企
画
課

（
☎
㉔
２
２
０
１
・
FAX
㉔
２
２
０
８
）

入学生宣誓の様子

　

平
成
21
年
３
月
本
学
の
第
６
期
生

２
２
３
人
が
卒
業
し
、
就
職
・
進
学

な
ど
新
た
な
道
に
進
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

６
期
生
の
就
職
内
定
率
は

９
８
・
１
％
（
３
月
末
日
時
点
）
と

な
り
、
ま
た
上
場
企
業
内
定
率
は

４
６
・
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

景
気
の
後
退
に
伴
い
、
就
職
環
境

が
悪
化
す
る
中
で
例
年
並
み
の
好
成

績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の

お
陰
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
県
内
に
は
45
人
、
う
ち
石

見
地
域
に
12
人
が
就
職
し
ま
し
た
。

　

推
薦
入
学
や
一
般
選
抜
に
先
駆
け

て
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス

（
Ａ
Ｏ
入
試
）
を
実
施
し
ま
す
。
Ａ

Ｏ
入
試
と
は
、
受
験
生
に
本
学
の
理

念
・
教
育
目
標
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

特
色
・
求
め
る
学
生
像
を
十
分
に
理

解
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
能
力
・
適

性
、
学
習
意
欲
、
目
的
意
識
を
総
合

的
に
判
定
す
る
選
抜
を
行
う
た
め
、

相
談
お
よ
び
面
接
な
ど
に
十
分
な
時

間
を
か
け
る
入
試
制
度
で
す
。

一
次
面
談
申
込
期
間

　

７
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫

願
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室
（
☎
㉔

２
２
０
３
）

平
成
22
年
度
入
学
生
の
学
生

募
集
（
Ａ
Ｏ
入
試
）
を
開
始

し
ま
す

Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
市
民

研
究
員
を
募
集
し
ま
す

　

本
学
の
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
で

は
、
地
域
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報

交
換
・
知
識
交
流
を
通
じ
て
研
究
に

励
み
、
互
い
の
知
的
刺
激
を
及
ぼ
し

合
う
、〝
市
民
研
究
員
制
度
〞
と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
研
究
員
に
登
録
す
る
に
あ

た
っ
て
、
特
に
必
要
な
資
格
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
興

味
が
あ
る
」・「
学
問
を
通
じ
て
地
域

の
事
柄
を
見
つ
め
直
し
た
い
」
ま
た

「
セ
ン
タ
ー
や
大
学
院
学
生
の
研
究

の
一
端
に
触
れ
て
み
た
い
」
な
ど
の

意
欲
が
あ
れ
ば
大
歓
迎
し
ま
す
。

　

市
民
研
究
員
の
仲
間
や
大
学
院

生
・
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
活
動
報

告
、
講
演
会
や
「
市
民
研
究
員
＝
大

学
院
生
の
共
同
研
究
」
な
ど
、
大
学

な
ら
で
は
の
様
々
な
企
画
・
交
流
が

皆
さ
ん
の
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る

こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。
大
学
と
い

う
国
際
性
豊
か
な
場
所
で
、
北
東
ア

ジ
ア
と
地
域
を
結
ぶ
接
点
に
立
つ
こ

と
を
セ
ン
タ
ー
一
同
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
。

公
開
講
座
「
21
世
紀
・
地
球

講
座
」
の
ご
案
内
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わ だ い

　３月29日㈰、美又へき地保育所閉所式を同
保育所で行い、地元関係者や園児、保護者な
ど62人が出席しました。
　式典では、この保育所に関係深い地元の
「美又田ばやし保存会」と「美又寿会」に感
謝状が贈られたのち、園児と保護者・職員が
「思い出のアルバム」を合唱し、保育所での
出来事を回想しました。
　また、閉所記念として、これまでのあゆみ
や記念写真・メッセージなどを綴った冊子が
地元各世帯に配られました。
　美又へき地保育所は、地域の要望により昭
和42年に園児25人で開所し、美又の緑豊かな
自然の恵みと地域の協力のもとで運営してき
ましたが、過疎化や少子高齢化が進むなか、
年々園児が減少し、保育所運営が困難になっ
たため、この度42年間の幕を閉じることとな
りました。
　この日、閉所式前には、美又へき地保育所
最後の卒園式が行われ、２人の園児が卒園し
ました。

かなぎ

思い出の保育所で出席者による記念撮影

かなぎ

地域とともに歩んだ42年間
美又へき地保育所が閉所

「思い出のアルバム」を合唱 最後の卒園式感謝状の贈呈

　春の全国交通安全運動（４月６日～15日）期間
中の12日㈰、国道186号線の若林バス停付近（金
城町七条）で、太鼓演奏グループ「きんたわらべ
花太鼓」の子どもたちが元気あふれる太鼓を響か
せながら、交通安全街頭啓発キャンペーンを行い
ました。
　当日は、同グループで雲城小学校１年生の品

しながわ

川
晃
こう

司
し

さんと河
かわうち

内美
み

南
なみ

さんが、浜田警察署から「ち
びっこおまわりさん」の任命を受け、元気いっぱ
いに誓いの言葉を述べました。
　子どもたちは、おそろいの法

は っ ぴ

被姿で太鼓を打ち
鳴らす一方、自分たちで作った折鶴付きの手紙を
はじめ、啓発チラシやグッズを通行車両100台に
手渡し、「安全運転をお願いします」と呼びかけ
ました。
　通行車両のドライバーは、かわいい子どもたち
の呼びかけに自然と笑顔がこぼれ、「ありがとう」
と応えていました。

子どもたちが交通安全に一役
「春の全国交通安全運動」

ちびっこおまわりさんときんたわらべ花太鼓のメンバー

街頭啓発キャンペーンの様子 元気に誓いを述べる　
ちびっこおまわりさん
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自治区のページ ま ち のあさひ自治区のページ あさひ

「お別れのうた」を歌う園児たち

ありがとう　さようなら
～今市保育所　閉所～

☆卒園式・閉所式
　昭和34年から開所してきた、公立今
市保育所が平成20年度をもって閉所す
ることとなり３月25日㈬、同所におい
て、最後の卒園式および閉所式が行わ
れました。
　式には、園児・保護者・地域の関係
者など約150人が出席し、地域と共に
歩んできた保育所の閉所を惜しみまし
た。
　閉所後は、島根あさひ社会復帰促進
センターⅠ工区交流エリア内に開園し
た認定こども園「あさひ子ども園」へ
移行となりました。

卒園証書を受け取る
最後の卒園児　　　

先生によるくす玉割り
「ありがとう先生！」

開所頃からの写真を展示

☆保護者による閉所行事
　今市保育所最後の思い出にと、３月29
日㈰、同保育所で保護者会による閉所行
事が開催されました。
　当日は、同保育所や今までに閉所され
た保育所の卒園写真展示や創作人形劇な
どが行われ、参加者は思い出を語りあい
ながら慣れ親しんだ保育所で最後の行事
を楽しみました。

地産地消施設  「まんてん」  オープン！！
～地域に愛され、人・もの・文化の交流拠点に～

　４月11日㈯、旭インターチェンジ横に、地域交
流プラザ「まんてん」がオープンしました。同日、
オープニングセレモニーおよびイベントが開催さ
れ、たくさんの来場者でにぎわいました。
　地元の野菜や特産品、またお弁当や日用品など
を販売するほか、地元農家
などが自ら出店する「交流
ふれあい市場」が設けられ
地域の活性化と農業の振興
が期待されています。晴天のもと、愛称看板の除幕

　愛称「まんてん」の
　命名者、旭町丸原の
　岡山さん一家

おいしい梨にな～れ！

　梨の花が満開となった山ノ内梨園で、４月13日㈪に地元木田小学
校の児童11人が梨の受粉作業体験を行いました。同小学校では地元
の特産品でもある赤梨について学ぼうと恒例の行事となっています。
　梨園の管理者から作業方法について説明を受けた後、児童たちは
耳かき状の「ぼんてん」と呼ばれる道具を使って、花のめしべに丁
寧に花粉を付けてまわりました。
　１か月後には小さな実をつけ、８月中旬には赤梨「幸水」の収穫
を迎えます。 どんな梨ができるか楽しみだね
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イライラと生活習慣の関係について
～生活習慣・食生活に関するアンケート調査結果より～

　今回は浜田市の小中学生の「イライラ感」についての結果をお知らせ
します。

イライラ感のある子どもの割合
　「イライラすることがよく
ある」、または「ときどきある」
と答えた小中学生の割合は、
約６割にみられました。同様
の全国調査の結果と比較す
ると、浜田市の小中学生はイ
ライラすることが多い傾向
がみられました。
　低学年ではイライラの頻度に男女差はありませんでしたが、中学１年
生では女子に多く、約３/４の生徒がイライラすることが「よくある」「と
きどきある」という回答でした。
　
イライラと関係する項目
　イライラの原因は個人により様々ですが、低学年と高学年ではイライ
ラと関係する項目に違いがみられました。

肩こり
　中学１年では、よくイラ
イラする生徒に肩こりが多
い傾向がみられました。

眠気
　イライラのある女子では、
眠気を訴える割合が多くみ
られました。男子ではイラ
イラと眠気に深い関連はみ
られませんでした。

食事の楽しさ
　低学年ほどイライラのな
い子どもと多い子どもで、
食事が楽しいと答える割合
の差が大きい傾向がみられ、
イライラと食事の楽しさに
関係があると思われました。

　これらのグラフから、肩こりや眠気といった体の不
調がイライラという心の不調に深く関係していること
がわかりました。イライラ予防のためにもしっかり睡
眠をとり、体の疲れを翌日に持ち越さないことが大切
です。
　また、小学生ではイライラが多い子どもたちは食事
を積極的に楽しいと答える割合が少ないことがわかり

ました。食事が楽しい最大の理由は「みんなで一緒に
食べるから」であり、家族とのつながりがイライラ感
と関係していることを示していると思われます。家族
そろっての食事は心の栄養にもなるようです。
（市食育推進ネットワーク会議　食育プラン推進作業
部会長　齊藤稔哲）
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子育て

健康ひろば

子育て

健康ひろば
＆

問い合わせ先（☎本庁㉒２６１２）
本庁子育て支援課
　育成支援係
　（☎内線１７３・１９１）
　児童家庭相談係
　（☎内線１６２・１６７・１７２）
　保育係（☎内線１６５・１６６）
子育て支援センター（☎㉒１２５３）
本庁健康長寿課
　健康推進係（☎内線１５５・１６９・
　１４６・１４７）
　高齢者包括支援係（☎内線１２４・
　１４９・１５２・１５３）
　高齢者福祉係
　（☎内線１５２・１５３）
本庁地域福祉課
　地域福祉係
　（☎内線１６３・１６４）
　障害者福祉係
　（☎内線１５４・１５６・１５７）
本庁医療保険課
　国保係
　（☎内線１３４・１３５・１５８）
　医療年金係
　（☎内線１２２・１２３・１２６・
　１２７・１６８・１７０）
市金城支所市民福祉課

　（☎42１２３５）
市旭支所市民福祉課　（☎45１４３５）
市弥栄支所市民福祉課

　（☎48２６５６）
市三隅支所福祉課　　（☎32２８０６）

※　当番医が変更になることがあります。



13 広報はまだ：平成21年５月15日号

　

児
童
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
父
子
家
庭
へ
の
手
当
を

支
給
し
ま
す
。

対
象　

18
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

す
る
父
子
家
庭
の
父
で
、
前
年

度
所
得
税
非
課
税
世
帯

金
額　

児
童
１
人
に
つ
き
月
額

５
、０
０
０
円

申
請
方
法　

次
の
も
の
を
持
参

し
、
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①　

申
請
者
本
人
名
義
の
通
帳

（
郵
便
局
以
外
）

②　

申
請
者
の
認
印

※　

申
請
書
類
は
窓
口
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
が
、
状
況
に
よ

り
別
途
提
出
書
類
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
６
月
末
ま
で
に
申
請

を
し
、
認
定
を
さ
れ
た
人
は
、

４
月
分
か
ら
遡
っ
て
支
給
し
ま

す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
⑪
番
窓
口

お
よ
び
各
支
所
市
民
福
祉
課

（
三
隅
支
所
は
福
祉
課
）

父
子
手
当
の
支
給
を

開
始
し
ま
す

健　

康　

相　

談

○
健
康
相
談

　

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、
健
康
相

談
日
時　

月
曜
日
と
金
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

○
禁
煙
相
談
（
要
予
約
）

　

個
別
相
談
・
禁
煙
支
援
相
談

日
時　

５
月
22
日
㈮

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

い
ず
れ
も
市
役
所
本
庁
地

階
健
康
相
談
室

※　

予
約
し
た
時
間
に
来
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

○
が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン

　

サ
ロ
ン
は
、
が
ん
患
者
や
家
族

が
自
由
に
話
し
合
え
る
場
所
で

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
が
ん
患
者
サ
ロ
ン

日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

◆
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
益
田

日
時　

毎
週
火
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

益
田
赤
十
字
病
院

問
い
合
わ
せ
先　

が
ん
患
者
サ
ロ

ン
代
表
者　

納
賀
良
一
さ
ん

　
（
☎
０
８
５
６
㉒
０
７
７
２
）

◆
サ
ロ
ン
ひ
ま
わ
り

日
時　

毎
月
第
３
金
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時
（
５
月
は
第

４
金
曜
日
）

場
所　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

浜
田
医
療
セ
ン

　

タ
ー
管
理
課（
☎
㉒
２
３
０
０
）

◆
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
浜
田

日
時　

毎
月
第
１
・
２
・
４
水
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

石
見
公
民
館

料
金　

無
料
（
た
だ
し
冷
暖
房
費

の
み
１
０
０
円
）

◆
日
曜
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
浜
田

日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

パ
ー
ル
歯
科
２
階
研
修
室

※　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
市
営
立
体
駐
車
場
を

利
用
す
る
か
事
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

料
金　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

佐
々
木
由
実
子

さ
ん
（
☎
０
９
０-

３
１
７
１-

１
９
９
４
）

　休日に病気になったら、休日応急診療所や在宅当
番医を利用してください。
○休日応急診療所
開設時間
　午前10時～午後４時
場所　市役所本庁地階
　（☎㉒２６１２)
問い合わせ先　本庁地域医療対策課（☎内線２１６） 

時間　午後 7時～９時

日時 場　所 問い合わせ先

浜田
２日㈫ 浜田保健所

山口源吉さん（☎㉒２４９５）
16日㈫ 市総合福祉センター

金城 19日㈮ 金城老人福祉センター 市金城支所市民福祉課
旭 ４日㈭ 旭保健センター 市旭支所市民福祉課
弥栄 ９日㈫ 弥栄老人福祉センター 市弥栄支所市民福祉課
三隅 12日㈮ 三隅公民館 森脇好盛さん（☎34０７２３)

断酒会日程（６月）

６月の休日診療

※　当番医が変更になることがあります。

日  当番医 
７日㈰ 中　村　洋　三
14日㈰ 北　村　健二郎
21日㈰ 彌　重　博　巳
28日㈰ 岡　本　英　樹

○在宅当番医
　開設時間　午前８時30分～正午

日 病院名  住　所 電話番号

７日㈰ 野上医院 三隅町三隅 32００３１

14日㈰ 大屋医院 弥栄町長安本郷 48２００８

21日㈰ 国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 48５００１

28日㈰ 酒井外科内科医院 旭町今市 45０２２２



14広報はまだ：平成21年５月15日号

特
定
健
康
診
査（
健
康
診
査
）・
前
立
腺
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
お
知
ら
せ

期
間　

６
月
１
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈪

場
所　

受
託
医
療
機
関
（
下
表
の
と
お
り
）

特
定
健
康
診
査（
健
康
診
査
）・
前
立
腺
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
お
知
ら
せ

※　

浜
田
自
治
区
以
外
で
従
来
実
施
し
て
い
た
「
集
団
健
康
診
査
」
は
、
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

【
特
定
健
康
診
査
（
健
康
診
査
）】

　

年
に
一
度
の
体
の
点
検
を
し
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

40
〜
74
歳
の
人
は
、
加
入
す
る

医
療
保
険
者
が
実
施
す
る
特
定
健

康
診
査
を
、
75
歳
以
上
の
人
は
、

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

実
施
す
る
健
康
診
査
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

健
診
の
受
け
方

①　

対
象
と
な
る
人
に
は
特
定
健

康
診
査
（
健
康
診
査
）
受
診
券

が
医
療
保
険
者
か
ら
届
き
ま
す

（
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
人
で
、
今
年
度
の
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
予

定
の
人
に
は
受
診
券
は
送
付
し

ま
せ
ん
）。

②　

送
ら
れ
て
き
た
受
診
券
や
案

内
を
確
認
し
、
指
定
の
医
療
機

関
や
集
団
健
康
診
査
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の　

受
診
券
・
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
の
被
保
険

者
証
・
健
康
手
帳
（
あ
れ
ば
）・

前
年
度
の
受
診
結
果
票
（
あ
れ

ば
）

受
診
料　

加
入
す
る
医
療
保
険
者

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

加
入
す
る
医
療
保
険
や
個

人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※　

午
前
中
に
受
診
す
る
人
は
朝

食
を
食
べ
ず
に
、
午
後
受
診
す

る
人
は
昼
食
を
食
べ
ず
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

【
前
立
腺
が
ん
検
診
】

　

血
液
検
査
で
簡
単
に
わ
か
る
検

査
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
特
定
健
康
診
査
（
健
康

診
査
）
と
一
緒
に
受
け
る
と
一
度

の
採
血
で
済
み
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
50
歳
以

上
の
男
性

受
診
料　

２
０
０
円
（
国
民
健
康

保
険
加
入
者
は
１
０
０
円
）

【
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
】

　

特
定
健
康
診
査（
健
康
診
査
）に

併
せ
て
肝
が
ん
や
肝
硬
変
の
予
防

を
推
進
す
る
た
め
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
血
液
検

査
に
よ
り
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
と
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

の
２
種
類
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

対
象

①　

市
内
在
住
で
、
平
成
21
年
度

に
満
40
歳
に
な
る
人
（
昭
和
44

年
４
月
１
日
〜
昭
和
45
年
３
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

②　

市
内
在
住
で
満
41
歳
以
上
の

人
で
、
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

※　

平
成
21
年
度
の
特
定
健
康
診

査
な
ど
で
肝
機
能
検
査
の
数
値

に
異
常
が
み
ら
れ
た
人
で
検
査

を
希
望
す
る
人
も
受
診
で
き
ま

す
。

※　

な
お
、
職
場
な
ど
で
検
診
の

あ
る
人
は
除
き
ま
す
。

受
診
料　

３
０
０
円
（
国
民
健
康

保
険
加
入
者
は
１
５
０
円
）

持
参
す
る
も
の　

前
立
腺
が
ん
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
受
診
者

は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
被
保
険
者
証
・
健
康
手
帳

（
あ
れ
ば
）

※　

70
歳
以
上
の
人
・
65
歳
以
上

で
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し

て
い
る
人
ま
た
は
65
歳
以
上
で

福
祉
医
療
証
を
持
っ
て
い
る

人
・
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

お
よ
び
各
支
所
市
民
福
祉
課

（
三
隅
支
所
は
福
祉
課
）

※　

健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
、
医
療
機
関
ま
た
は
市
役

所
本
庁
１
階
⑩
番
窓
口
、
各
支

所
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

平成21年度受託医療機関一覧
医療機関名 住所 電話番号 医療機関名 住所 電話番号

池田泌尿器科皮膚科医院 朝日町 ㉓５３５３ 西川病院※（注２） 港町 ㉒２３９０
大石内科医院 黒川町 ㉕０３１３ 能美クリニック※（注２） 天満町 ㉒３２３１
大橋整形外科医院 長沢町 ㉓２１５０ 半田医院 港町 ㉒０２８８
岡本胃腸科内科医院 長沢町 ㉓５５５５ 真鍋医院 国分町 ㉘００３１
沖田内科医院 蛭子町 ㉒０７６７ 丸山内科クリニック 相生町 ㉒１１１５
沖田病院 殿町 ㉒１５５５ 都医院 治和町 ㉖０１００
笠田医院 牛市町 ㉒１６２１ 宮本整形外科医院※（注２） 原町 ㉒０２７０
北村内科クリニック※（注２） 国分町 ㉘２２５７ 向内科小児科医院 国分町 ㉘０１６７
小池医院※（注２） 日脚町 ㉗１０２０ 彌重内科眼科医院※（注２） 高田町 ㉒１５２７
斎藤医院 朝日町 ㉓０２２８ 八杉胃腸科医院※（注２） 下府町 ㉘１９１１
さかね内科 殿町 ㉒２２３４ 山根病院 熱田町 ㉖０６８８
島田病院※（注２） 殿町 ㉒２５１１ あさひ診療所※（注２） 旭町丸原 45０００２
成人病予防センター※（注２） 港町 ㉒４１８１ 金城沖田医院　　 金城町七条 42１８００
大麻診療所※（注２） 西村町 ㉖００１４ 波佐診療所※（注２） 金城町波佐 44０００１
中村胃腸科内科医院 笠柄町 ㉒８０００ 寺井医院※（注２） 三隅町西河内 32００３８
中村呼吸器内科医院※（注２） 内村町 ㉗４５９３ 中村医院　　　　　　 三隅町三隅 32００２１
中村内科医院※（注２） 片庭町 ㉒１１８３ 野上医院 三隅町三隅 32００３１
中山産婦人科医院※（注１・２） 殿町 ㉒００７１ 山根病院三隅分院※（注２） 三隅町岡見 32４３４３
中村整形外科※（注２） 殿町 ㉒３３２５ 弥栄診療所※（注２） 弥栄町木都賀 48５００１
西川胃腸科内科医院 相生町 ㉓０１００
※　（注１）は、特定健康診査（健康診査）・肝炎ウイルス検診のみ実施。
※　（注２）は、あらかじめ電話で日時を予約してください。

INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION



15 広報はまだ：平成21年５月15日号 日　=日時　場　=場所　定　=定員　料　=料金　申　=申込先　応　=応募先　問　=問い合わせ先

県
職
員
（
大
学
卒
業
程
度
）

第
１
次
試
験
日　

６
月
28
日
㈰

試
験
会
場　

松
江
市
・
浜
田
市
・
東

京
都
・
大
阪
府

募
集
職
種　

行
政
・
土
木
ほ
か

申
込
締
切
日　

６
月
５
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

県
警
察
官
（
大
学
卒
）

第
一
次
試
験
日　

７
月
12
日
㈰

試
験
会
場　

松
江
市
・
浜
田
市

募
集
職
種　

男
性
・
女
性
・
武
道
Ａ

申
込
締
切
日　

６
月
12
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

※　

受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、
必
ず

　

受
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

県
職
員
採
用

※　

人
事
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
受
験
案
内
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.sh

im
an
e.

lg.jp/jinjiiinkai/

問　

県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
☎
０

　

８
５
２
㉒
５
４
３
８
・
FAX
０
８
５

　

２
㉒
５
４
３
５
）

　

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で

は
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
福
祉
に

貢
献
す
る
熱
意
が
あ
り
、全
日
程
出
席

で
き
る
人
へ
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

研
修
期
間　

７
月
１
日
㈬
〜
８
月
31

日
㈪
（
土
・
日
除
く
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
研
修

場　

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ

定　

先
着
30
人

料　

３
８
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
込
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日　

６
月
20
日
㈯

申
・
問　

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ
（
☎
㉒
７
１
３
０
・
FAX
㉒

７
１
４
５
）

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
と
し
た

講
座
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
高
め
る
能
力
を
培
い
、
講
義

を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
さ
を
学
び
ま
す
。

対
象　

子
ど
も
に
か
か
わ
る
大
人

日　

６
月
13
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場　

い
わ
み
ー
る
３
０
１
研
修
室

定　

30
人

講
師　

北
島
尚
志
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
あ
そ
び
環
境M

useum

ア
フ

タ
フ
・
バ
ー
バ
ン
代
表
）

料　

５
０
０
円

申
・
問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
・
す

ぺ
ー
す
21　

岡
本
久
子
さ
ん（
☎
・

FAX
㉓
４
２
２
４
）

※　

電
話
の
場
合
は
午
後
５
時
以
降

子
ど
も
に
か
か
わ
る
指
導
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

高
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
座

〜
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

　
　

人
と
関
わ
る
楽
し
さ
を
〜

受
付
期
間　

５
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

市
営
住
宅
入
居
者

入
居
資
格　

次
に
掲
げ
る
条
件
を
満

た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・

現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・
身
体

障
害
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な
ど
は
単

身
で
も
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。）

・

収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

（
黒
川
改
良
住
宅
は
11
万
４
千
円

以
下
）
で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し

高
齢
者
世
帯
・
障
害
者
を
含
む
世

帯
・
子
育
て
世
帯
（
小
学
校
就
学

前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）
な
ど

は
、
収
入
月
額
が
21
万
４
千
円
以

下
（
黒
川
改
良
住
宅
は
13
万
９
千

円
以
下
）
で
あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員
の

年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）
か
ら

控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。）
を
引
い
て
、
12

で
割
っ
た
額
で
す
。

・

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
人

・

市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収
入

基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
管

理
事
務
所
（
☎
㉕
０
５
３
５
）

　

古
文
書
を
解
読
し
、
町
の
歴
史
・

地
域
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

浜
田
市
古
文
書
を
読
む
会
で
は
昭

和
58
年
か
ら
毎
月
第
４
土
曜
日
に
解

読
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
心

者
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

５
月
23
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜

場　

浜
田
公
民
館

講
師　

藤
田
亨
さ
ん

料　

テ
キ
ス
ト
代

申
・
問　

神
山
典
之
さ
ん
（
☎
㉒
０

　

８
８
１
）

浜
田
市
古
文
書
を
読
む
会

会
員

家賃　収入額によって異なります。 
敷金　家賃の月額の３か月分

募集住宅（間取り） 建設年度 戸数 家賃の月額

国分住宅（３DK） 昭和59年 １戸 16,600円～ 32,600円

石原住宅（３DK） 昭和56年 １戸 14,200円～ 27,900円

黒川改良住宅（３DK） 昭和52年 ２戸 13,200円～17,400円

INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION
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16広報はまだ：平成21年５月15日号

INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION

日　

５
月
23
日
㈯
（
少
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
〜（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
国
府
出
張

所
前

清
掃
場
所　

畳
ヶ
浦
一
帯

※　

参
加
し
た
人
に
、
サ
ポ
ー
ト
通

貨
「
神
楽
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
対
価
と
し
て
進
呈
し
ま
す
。

問　

牛
尾
さ
ん（
☎
０
９
０-

８
２
４

　

４-

９
４
２
９
）「
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

個
人
・
友
人
同
士
で
気
軽
に
参
加

し
て
、
皆
さ
ん
で
フ
リ
マ
祭
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日　

５
月
31
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
お

よ
び
展
示
ホ
ー
ル

定　

先
着
30
店

料　

１
ス
ペ
ー
ス
（
２
ｍ
×
２
ｍ
）

１
、０
０
０
円

申
込
締
切
日　

５
月
30
日
㈯

申
・
問　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
（
☎
㉒

　

２
１
０
０
・
FAX
㉒
７
８
７
０
）

フ
リ
マ
出
店
者

「
石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭
」

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
本
校
の
教
育
や

特
別
支
援
教
育
を
理
解
し
て
も
ら
う

機
会
を
設
け
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
来
校

し
て
く
だ
さ
い
。

見
学
（
学
校
紹
介
・
施
設
見
学
な
ど
）

日　

６
月
17
日
㈬
（
午
前
・
午
後
に

分
け
て
行
い
ま
す
。）

申
込
締
切
日　

５
月
27
日
㈬

中
学
部
体
験
学
習

日　

６
月
３
日
㈬
・
５
日
㈮

申
込
締
切
日　

５
月
20
日
㈬

高
等
部
体
験
学
習

日　

６
月
16
日
㈫
・
18
日
㈭
・
26
日

㈮
申
込
締
切
日　

５
月
20
日
㈬

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問　

浜
田
養
護
学
校　

幡
部
さ
ん
・

吉
田
さ
ん
・
山
藤
さ
ん
（
☎
㉘
２

　

２
０
０
）

浜
田
養
護
学
校
学
校
公
開

　

鉄
鋼
技
術
の
発
展
に
貢
献
し
た
、

俵
国
一
博
士
が
拝
受
さ
れ
た
文
化

勲
章
な
ど
を
、
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し

寄
贈
披
露
展　

浜
田
の
偉
人

俵
国
一
と
俵
孫
一

写
真
資
料
展　

浜
田
最
古
の

城
下
図
と
古
田
騒
動

た
。
政
治
家
・
俵
孫
一
資
料
と
と
も

に
披
露
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
発
見
さ
れ
た
浜
田

最
古
の
城
下
図
や
、
１
６
４
６
年
に

起
こ
っ
た
浜
田
藩
主
古
田
家
の
お
家

騒
動
に
関
す
る
写
真
資
料
を
紹
介
し

ま
す
。

　

ま
た
、
第
二
次
常
設
展
「
浜
田
の

歴
史
展
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

日　

５
月
30
日
㈯
〜
６
月
20
日
㈯

場　

浜
田
郷
土
資
料
館

料　

無
料

問　

浜
田
郷
土
資
料
館
（
☎
㉓
６
４

　

５
３
）

講
演
会

対
象　

貿
易
に
関
心
の
あ
る
人

日　

５
月
30
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
３
時

定　

50
人
程
度

料　

無
料

講
師　

横
田
稔
男
さ
ん
（
浜
田
港
振

興
会
相
談
役
）

講
師　

塩
田
靖
浩
さ
ん
（
ジ
ェ
ト
ロ

認
定
貿
易
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

セ
ミ
ナ
ー（
全
４
回
・
要
申
込
）

日　

６
月
６
日
㈯
・
20
日
㈯
・
７
月

４
日
㈯
・
11
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

定　

30
人

料　

１
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

貿
易
セ
ミ
ナ
ー
in
浜
田

場　

い
ず
れ
も
島
根
県
立
大
学
交
流

セ
ン
タ
ー
１
階
研
修
室

申
・
問　

本
庁
産
業
政
策
課
（
☎
内

線
４
１
３
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
中
世
の
往
還
道
唐
谷
坂
の
史
跡

と
、
柿
本
人
麻
呂
に
ゆ
か
り
の
あ
る

史
跡
「
な
つ
か
し
の
国
石
見
」
の
探

索
会
を
行
い
ま
す
。

日　

５
月
31
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
〜
正
午
前
ま
で

場　

河
内
町
河
内
橋
広
場

料　

３
０
０
円
（
資
料
代
）

申
・
問　

島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

　

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん
（
☎
㉓
８

　

１
３
５
）

第
27
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

　

斑
入
り
山
野
草
と
シ
ダ
類
を
中
心

に
、
会
員
愛
培
の
約
２
０
０
鉢
を
展

示
し
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日　

５
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
31
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

場　

三
隅
公
民
館

問　

三
隅
植
物
愛
好
会　

三
浦
博
文

さ
ん
（
☎
32
１
９
０
６
）

舞
い
降
り
る
四
季
の
喜
び

山
野
草
展

有

料

広

告
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日
曜
講
座

廃
油
で
つ
く
ろ
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ン
ド
ル

　

普
段
は
捨
て
て
い
る
油
か
ら
キ
ャ

ン
ド
ル
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
♪

対
象　

ど
な
た
で
も

日　

５
月
24
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

ア
ク
ア
ス
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　

30
人

料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

ア
ク
ア
ス
か
ら

 
（
☎

３
９
０
０
）

香
典
返
し

　

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
長
沢
町　

螺
山
勝
實　

▽
日
脚
町　

中
田
俊
則

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
瀬
戸
見
３
・

４
＝
▽
瀬
戸
見
町　

成
瀬
修　

○
長

沢
１-

３
＝
▽
長
沢
町　

岡
本
正
臣

○
長
沢
５-

２
＝
▽
長
沢
町　

螺
山

勝
實　

○
宇
津
井
＝
▽
宇
津
井
町　

遠
藤
和
德　

○
熱
田
８
＝
▽
熱
田
町

津
枝
シ
ズ
ヱ　

○
日
脚
＝
▽
日
脚
町

中
田
俊
則　

○
唐
鐘
＝
▽
国
分
町　

山
本
強　

○
唐
鐘
３
＝
▽
国
分
町

山
本
強　

○
宇
野
＝
▽
宇
野
町　

佐
々
木
友
春　

○
宇
野
西
＝
▽
宇
野

町　

佐
々
木
友
春

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
熱
田
７
＝
▽

熱
田
町　

大
谷
学　

岡
野
勉　

○
天

神
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
＝
▽
上
府
町

佐
々
木
一
郎　

○
唐
鐘
＝
▽
国
分
町

山
本
強　

○
宇
野
＝
▽
宇
野
町　

佐
々
木
友
春　

◎
美
川
苑
へ　

▽
琵
琶
町　

林
田
吉

一◎
緑
ヶ
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
へ　

▽
宇
野
町　

佐
々
木
友

春◎
ミ
レ
岡
見
へ　

▽
三
隅
町
向
野

田　

田
義
昭　

▽
三
隅
町
上
古

和　

奥
靜
雄

◎
ア
ゼ
ー
リ
み
ず
す
み
へ　

▽
三

隅
町
上
古
和　

奥
靜
雄

◎
浜
田
福
祉
会
へ　

▽
東
京
都
日

野
市　

今
田
克
彦

◎
ケ
ア
ハ
ウ
ス
美
川
へ　

▽
大
阪

市　

藤
延
弘
紀

◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里
へ　

▽
殿
町　

津
茂
谷
仁
子

そ
の
他
寄
附

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
久
畑
＝
▽

上
府
町　

坂
本
ヨ
シ
子

◎
松
風
園
へ　

▽
熱
田
町　

萩
𠩤

忠
孝

◎
長
寿
苑
へ　

▽
長
沢
町　

岡
本

英
樹

◎
市
奨
学
基
金
へ　

▽
三
隅
町
河

内　

玉
田
保
晴

お
知
ら
せ

　

シ
ロ
イ
ル
カ
の
妊
娠
の
た
め
、
シ

ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休
止

し
、
観
覧
の
み
と
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
体
調
に
よ
っ
て
は
予
告
な
し

に
観
覧
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

５
月
の
神
楽
情
報（
雨
天
中
止
）

日　

17
日
㈰　

亀
山
神
楽
社
中

　

24
日
㈰　

熱
田
保
存
会

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時

場　

ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
ス
テ
ー

ジ
問　

石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

　
（
☎
㉘
３
３
８
８
）

　

歯
科
検
診
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指

導
・
フ
ッ
素
塗
布
な
ど
を
行
い
ま

す
。

日　

６
月
７
日
㈰

平
成
21
年
度
「
歯
の
衛
生
展
」
　

午
前
９
時
〜
11
時

場　

島
根
県
歯
科
医
師
会
西
部
会
館

（
久
代
町
）

料　

フ
ッ
素
塗
布
の
み
５
０
０
円

問　

山
岡
さ
ん
（
☎
・
FAX
32
１
７
１

　

７
）

6月側溝消毒予定表

※　雨天などによる中止の場合、町内会長からの連絡により土曜
日に実施することができます。 （本庁くらしと環境課）

日 曜日 実　施　計　画
1 月 浅井町4～6
2 火 浅井町1～3、黒川町1・2
3 水 黒川町3～7
4 木 相生町1～3
5 金 相生町3・4、竹迫町
8 月 杉戸町、笠柄町
9 火 熱田町6～10
10 水 小福井団地、汐入団地
11 木 石原団地、内田町
12 金 長浜町1～8
15 月 日脚町、大久保団地、周布町
16 火 治和町2･3･5、津摩町、陽光台
17 水 唐鐘1～9
18 木 国分町1～3　唐鐘10・11　下府町
19 金 下府町　上府町伊甘
22 月 上府町三宅　外ノ浦町　松原町1～3・6
23 火 松原町4・5・7・8　殿町1・6～8
24 水 殿町　田町2～5
25 木 田町　琵琶町　朝日町
26 金 朝日町　牛市町　紺屋町2～5
29 月 紺屋町　天満町　新町　錦町
30 火 蛭子町　栄町　片庭町

有

料

広

告



浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859-1（県立大学となり）
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現
在
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
ま
る

で
公
園
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
楽
し
い

展
覧
会
を
開
催
中
で
す
。
ゆ
っ
く
り

と
公
園
を
散
策
す
る
か
の
よ
う
に
、

作
品
鑑
賞
し
て
も
ら
え
る
ユ
ニ
ー
ク

な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

園
内
は
子
ど
も
た
ち
の
描
い
た
色

と
り
ど
り
の
花
ば
な
や
、
乗
る
こ
と

の
で
き
る
面
白
い
生
き
物
な
ど
、
に

ぎ
や
か
な
作
品
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
芝
生
の
上
を
転
が
る
ボ
ー
ル
の

作
品
を
追
い
か
け
た
り
、
寝
転
ん
で

も
Ｏ
Ｋ
。
ぜ
ひ
く
つ
ろ
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
壁
面
を
散
歩
道
に
み
た

て
、
皆
さ
ん
に
ア
ー
ト
な
道
づ
く
り

に
参
加
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
し
て
い
ま
す
。

■
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

芸
術
家
の
三
木
俊
治
さ
ん
を
招
い

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。
キ
ャ
ン
ド
ル
で
作
る
彫
刻
に
挑

戦
し
ま
す
。

◎
６
月
28
日
㈰

●
材
料
費　

ひ
と
り
３
０
０
円

●
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ど
ろ
団
子
づ
く
り
》

　

ぴ
か
ぴ
か
に
光
る
ど
ろ
団
子
を
つ

く
ろ
う
。
ど
ろ
団
子
づ
く
り
名
人
の

中
島
茂
一
郎
さ
ん
に
教
わ
る
よ
。
大

き
さ
は
ピ
ン
ポ
ン
球
く
ら
い
だ
よ
。

◎
６
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

●
材
料
費　

ひ
と
り
１
０
０
円

《
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
に
挑
戦
！
》

　

季
節
の
花
を
使
っ
て
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
に
挑
戦
し
よ
う
。
今
回
は
一

般
の
人
を
対
象
と
し
た
活
動
も
開
催

し
ま
す
。

◎
６
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

●
講
師　

川
村
さ
ゆ
み
さ
ん

●
材
料
費　

ひ
と
り
５
０
０
円

●
定
員　

各
日
先
着
30
人

一
般
の
部

●
材
料
費　

ひ
と
り
１
、０
０
０
円

●
定
員　

各
日
午
後
１
時
・
２
時
・

３
時
か
ら
の
開
始
で
各
10
人
の
予

約
制

６
月
の
イ
ベ
ン
ト

※　

一
般
の
部
は
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

《
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
人
形
》

　

フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
が
か
わ
い
い
人

形
に
変
身
す
る
よ
。

◎
６
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

●
材
料
費　

ひ
と
り
１
０
０
円

《
レ
イ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
づ
く
り
》

　

雨
の
音
が
す
る
楽
器
、
レ
イ
ン
ス

テ
ィ
ッ
ク
を
つ
く
ろ
う
。
ど
ん
な
音

色
が
す
る
か
な
。

◎
６
月
27
日
㈯

●
材
料
費　

ひ
と
り
２
０
０
円

時
間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

※　

参
加
受
付
は
、
当
日
午
後
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て

６
月
の
休
館
日

　
（
月
曜
日
）
１
日
・
８
日
・
15

　

日
・
22
日
・
29
日

　

晴
れ
た
日
も
雨
の
日
も
、
こ
の

〝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
パ
ー
ク
〞
に
足

を
運
び
、
散
歩
の
道
す
が
ら
ど
ん
な

ア
ー
ト
と
の
出
会
い
が
あ
る
の
か
、

皆
さ
ん
の
眼
で
、
確
か
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

加
え
て
、
ピ
カ
ソ
や
ミ
ロ
な
ど
当

館
の
誇
る
〝
世
界
の
巨
匠
た
ち
〞
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
展
示
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
作
品
も
、
こ

の
機
会
に
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

『
お
散
歩
美
術
館

〜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
パ
ー
ク
へ

よ
う
こ
そ
〜
』

５
月
16
日
㈯
〜
７
月
12
日
㈰

<梨子 >富田菜摘
〈花の咲いている庭〉
フランス 10 歳女の子

■
観
覧
料　

一
般　
　
　

３
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生
２
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生
１
０
０
円

浜田の四季景観写真コンテスト
入賞作品「茶畑（扇原茶園）」大駅宗弘


